
 
第 157 号（令和元年 8月 6日）      

  
     信州の山岳遭難現場と全国の登山者をつなぐ  

                     の「山岳通信」 
この通信は長野県の山岳地域で発生した遭難事例をお伝えし、「安全登山」のための情

報提供をしています。（詳細は以下のとおり）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年中の山岳遭難発生状況（平成 31 年１月１日～令和元年 7月 28 日） 

区分 発生件数 死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 内）死傷者 

平成 31 年・令和元年 132 11 3 72 63 149 86 

平成 30 年 136 13 1 71 72 157 85 

前年同期比 -4 -2 +2 +1 -9 -8 +1 

内）BC +6 ±0 ±0 +1 +9 +10 +1 

内）山菜採り -1 +1 +2 ±0 -4 -1 +3 

山域別発生状況 

区分 件数 
件数 

比率 
死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 

北アルプス 

槍穂高 13 9.8% 1   10 2 13 

後立山 38 28.8% 3   23 18 44 

その他 19 14.4% 1   15 5 21 

計 70 53.0% 5 0 48 25 78 

中央アルプス 12 9.1% 4   6 2 12 

南アルプス   0.0%         0 

八ヶ岳連峰 12 9.1%     7 6 13 

その他の山岳 38 28.8% 2 3 11 30 46 

計 132   11 3 72 63 149 

島崎 三歩 
特別隊員 

 

長野県警山岳安全対策課からのワンポイントアドバイス  

7 月 4週は、北アルプスを中心に 10件の遭難が発生しました。10件中 8件は下山中の転倒・滑落によ

るものです。 

先週の山岳週報でもお伝えしましたが、遭難の多くは下山中に発生しています。転倒・滑落の多くが、

ハシゴや鎖が設置されているいわゆる「危険箇所」よりも、比較的危険性の少ない登山道上で発生してい

ます。これは視覚的に危険性が明らかな危険地帯では自然と緊張感が増して慎重な行動を心がける一

方、危険性のわかりにくい登山道では、つい注意が散漫になり、油断が生まれることなどに起因している

のかもしれません。 

木の根や岩へのつまづき、浮石でのバランス崩し、濡れた岩でのスリップなど、わずかな不注意や気の

緩みが遭難につながります。下山中は漫然と歩くことなく、足元の状況に注意を払って慎重な行動を心が

けてください。 



 

 

態様別発生状況 

区分 件数 
件数 

比率 
死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 

転・滑落 51 38.6% 7   44   51 

転倒 23 17.4% 1   22   23 

病気 4 3.0%       4 4 

道迷い 30 22.7%   1   44 45 

落石   0.0%         0 

雪崩 4 3.0% 1   3   4 

落雷   0.0%         0 

疲労凍死傷 4 3.0%       4 4 

不明・他 16 12.1% 2 2 3 11 18 

計 132   11 3 72 63 149 

 

 

男女別・年齢別比率 

区分 

男性 (人) 女性 (人) 男女計 

死

者 

不

明 

負

傷 

無

事 
計 比率 

死

者 

不

明 

負

傷 

無

事 
計 比率 

人

数 
比率 

19 歳以下       1 1 

31 

29.8％ 

      1 1 

8 

17.8％ 

2 

39 人 

26.2％ 
20 代 2   1 9 12       2 2 14 

30 代     10 8 18     4 1 5 23 

40 代 2   12 12 26 45 

43.3％ 

2   5 5 12 21 

46.7％ 

38 66 人 

44.3％ 50 代 2   14 3 19 1   7 1 9 28 

60 代   1 6 5 12 28 

26.9％ 

    4 6 10 16 

35.6％ 

22 44 人 

29.5％ 70 以上 2 2 6 6 16     3 3 6 22 

計 8 3 49 44 104   3 0 23 19 45   149   

比率 69.8% 30.2%   

 

 

 

 

 



日付 場所 
年

齢 

性

別 
態様 死傷別 概要 

7 月 22 日 北アルプス 

唐松岳 

55 女 転倒 負傷 仲間と 2人と八方尾根を下山中、雪渓

上で転倒、負傷 

7 月 23 日 北アルプス 

烏帽子岳 

69 女 転倒 負傷 仲間 4人とブナ立尾根を下山中、転倒、

負傷 

7 月 24 日 北アルプス 

白馬岳 

74 男 転倒 負傷 単独で大雪渓を下山中、転倒、負傷 

7 月 25 日 北アルプス 

蝶ヶ岳 

67 女 転倒 負傷 登山ツアーで三股に向けて下山中、つま

づいて転倒、負傷 

 

7 月 26 日 北アルプス 

岳沢 

73 男 転倒 負傷 友人と 2人で重太郎新道を下山中、つ

まづいて転倒、負傷 

7 月 26 日 小川山 

廻り目平 

48 男 転落 負傷 仲間と 2人でロッククライミング中、ロー

プ操作を誤り、転落、負傷 

7 月 27 日 北アルプス 

北穂高岳 

72 女 滑落 負傷 仲間 5人と北穂高岳から涸沢に向けて

下山中、つまづいて、滑落、負傷 

25 日、北アルプス蝶ヶ岳において、女性 67 歳が転倒して

負傷する山岳遭難が発生し、県警山岳遭難救助隊及び北

アルプス南部地区遭対協隊員が救助しました。 

22 日、北アルプス唐松岳において、女性 55 歳が転倒して負傷する山岳遭難が発生し、県警ヘリで救助

しました。 

23 日、北アルプス烏帽子岳において、女性 69 歳が転倒して負傷する山岳遭難が発生し、大町署山岳

遭難救助隊等が救助しました。 

24 日、北アルプス白馬岳で、男性 74 歳が転倒して負傷する山岳遭難が発生し、県警ヘリで救助しまし

た。 

26 日、北アルプス前穂高岳において、男性 73 歳が転倒して負傷する山岳遭難が発生し、県警ヘリで救

助しました。 

26 日、南佐久郡川上村の廻り目平において、男性 48 歳がロッククライミング中に転落して負傷する山

岳遭難が発生し、山梨県防災ヘリで救助されました。 

27 日、北アルプス北穂高岳において、女性 72 歳が、滑落して負傷する山岳遭難が発生し、県警山岳遭

難救助隊が救助しました。 

https://www.pref.nagano.lg.jp/police/sangaku/documents/0725yama2.png


7 月 27 日 北アルプス 

北穂高岳 

51 女 転倒 負傷 仲間 2人と北穂高岳から涸沢に向けて

下山中、足を滑らせ、転倒、負傷 

7 月 28 日 北アルプス 

燕岳 

51 男 転倒 負傷 合戦尾根を下山中、足を滑らせ、転倒、

負傷 

 

7 月 28 日 八ヶ岳連峰 

硫黄岳 

68 女 道迷い 無事救出 単独で硫黄岳に向けて登山中、道に迷

い、行動不能 

 

 内容は長野県警察本部の発表時点のものです。 

 

 

 

＝発行：長野県山岳遭難防止対策協会＝ 

＊本通信に関するご質問・ご意見は「長野県観光部山岳高原観光課」mt-tourism@pref.nagano.lg.jp
までお寄せください。 

28日、北アルプス燕岳において、男性 51歳が転倒して負

傷する山岳遭難が発生し、県警ヘリが救助しました。 

27 日、北アルプス北穂高岳において、女性 51 歳が、転倒して負傷する山岳遭難が発生し、県警山岳遭

難救助隊が救助しました。 

28 日、八ヶ岳連峰 峰の松目付近で女性 68 歳が道に迷い行動不能となる山岳遭難が発生し、茅野署

山岳遭難救助隊員及び諏訪地区山岳遭対協隊員が遭難者を発見、救助しました。 

https://www.pref.nagano.lg.jp/police/sangaku/documents/0729yama2.png

